
保護者の方々からいただいた質問への回答     令和８年５月２２日更新                      

 

     ８月以降、平日は学校の先生が部活動を指導し、休日は事業者の派遣したコーチが指 

導するとのことですが、チームの方向性や練習内容、選手の起用など、顧問の先生とク 

ラブのコーチは連携を図りながら指導していただけるのでしょうか。 
 

 地域クラブの指導者と部活動の顧問は、必要に応じて連絡アプリ「ビー・プラス」上

で生徒の様子や練習体制等について連携を図ります。  

大会参加についても、大会規定等を確認し、どのような形で参加するのが生徒に最

も不利益がないかを両者で確認して、参加方法を決定していきます。 

 

上志津中学校と西志津中学校は、８月から志津南地区クラブとして、休日の練習が合同 

になると聞きました。種目によっては、人数が多くなりすぎてしまうのではないでしょう 

か。その場合、無理に合体して練習する意味はあるのでしょうか。 

 

  保護者の費用負担について軽減していただけたらと思います。こどもがたくさ 

んいる世帯はとくに負担が大きいので、年会費 5,000円の免除やさらなる補 

助金の導入について検討していただけたらと思います。 

 

保護者の方々からいただいた質問への回答     令和８年３月４日更新                      

 

      令和８年 8月から、どの部活動も完全に地域移行するのでしょうか。 

 

 市内を６つの地区に分けて合同で活動することは、人数の利点を生かした実践的な

練習が可能となることで競技力の向上につながったり、地域クラブの指導者を配置

することができるようになることで、専門的かつ安定した指導環境の確保につながり

ます。  

ただし、参加人数が多くなりすぎて十分な活動環境が確保できない場合には、学校

単位でクラブを立ち上げるなど、生徒たちにとって無理のない形を考えてまいりま

す。現在、競技の特性や部員数、指導体制、運営面などを総合的に踏まえながら最終

的な検討を行っております。 

 保護者の費用負担については、重要な課題と認識しております。就学援助等を受け

ている世帯については市が負担いたしますが、多子世帯への補助については、国の

動向や他市町の状況を検証しながら、今後の課題として研究してまいります。 



 （仮称）休日地域クラブSAKURAでは、まずは休日の練習を地域移行することを目

指しています。このため、令和８年 8月からは、現在休日に練習している、運動部活動

の地域移行を実施する予定です。吹奏楽部については、運動部に比べて活動に制約

が多いため、準備が整い次第、地域に移行していきます。 

 

     こどもが所属している部活は人数が多いうえ、合併予定の中学校も同様に人数 

が多いと聞いています。このように人数の多い部活同士も、合併しなければなら 

ないのでしょうか。 
 

 休日の活動については、部活動地域展開News vol.1で記載している通り、原則近

隣の中学校と合同で練習をしていくことになります。 

 佐倉市の生徒数は、今後１０年で 34％（1,335 人）減少する見込みがあり、今は大

丈夫でも数年で活動が成り立たなくなる種目が多数出てくる予測があるためです。 

※約 1,300 人が減少するという事は、現在市内で最も多い生徒を抱える、志津中と井野中 2

校分の生徒が０人になるイメージです。 

 

    学校のユニフォームや、部活 Tシャツを購入してしまいましたが、地域移行により 

    合併すると、これらは使えなくなるのでしょうか。 
 

 平日の部活動は引き続き学校単位で行うことからも、現在ご購入いただいている

ユニフォームや Tシャツは、地域移行後も当面の間使用できると考えております。 

 ただし、大会出場にあたり休日地域クラブチームで出場する場合、大会規程によっ

ては新たなご負担をいただく可能性もございます。そのような場合には、生徒の皆さ

んや保護者の方々には、事前にご説明をさせていただく予定です。 

 

   事前にクラブの見学会などがあれば見学を希望したいのですが、どうしたら 

よいでしょうか。 

 

    休日地域クラブは、中学校の所属部と異なる種目の休日地域クラブも選択でき 

るとのことですが、休日地域クラブに所属しないことも可能でしょうか。 

 

 

 現在、市内各中学校１部活動で部活動地域指導事業として活動を進めており、１１の

クラブが活動しています。運営しているクラブの見学希望がございましたら、指導課

までお問い合わせください。 

 休日地域クラブに参加しない、という選択も可能です。ただし、多くの大会は土日に

開催されます。休日地域クラブとして大会に参加する場合は、休日地域クラブに登録

いただく必要がございます。 



    平日は学校の部活動、休日は休日地域クラブで活動という流れになるとのこと 

ですが、祝日や夏休み中の活動はどのような流れになりますか。 

     

大会に出場する際は、学校部活動・休日地域クラブ２つとも同じ大会に出場するこ 

とになるのでしょうか。それとも、大会には休日地域クラブとして参加し、学校部 

活動としては大会に出場しない、という形式になるのでしょうか。 

 

    井野中学校は、拠点校制度ではなく、単独での休日地域クラブと聞いています。 

バレーボールのクラブチームの規定によると、１校ではクラブチーム登録ができな 

いそうです。この場合、井野中学校は、地域移行するのでしょうか。 

 

千葉県のバレーボールの、公式戦のチーム登録は２か月程前に行うという規定が 

あるそうです。来年度の新人戦のチーム登録は、７月に行われるそうですが、８月 

からの地域移行では間に合わないのではないかと思います。 

 祝日は休日地域クラブの活動に含まれております。実際に祝日に活動するかどうか 

は、学校行事や学校部活動との兼ね合いを見て、学校部活動顧問の先生と連携を図 

りながら決定しています。夏休み期間中の活動は、平日は学校部活動、休日は休日地 

域クラブとして活動しています。 

大会への出場は、学校部活動もしくは休日地域クラブ、どちらか１つでの大会参加

になります。各種目の大会規定に従って大会に参加いたします。例えば、小中学校体

育連盟主催の大会（主に新人戦、総合体育大会）については、休日地域クラブとして

参加する場合、多くの条件が必要となります。条件が整わず、こどもたちが大会に参

加できない、といったことがないように、条件次第では、学校部活動として大会に参

加することを想定しております。 

 令和７年度千葉県小中学校体育連盟主催大会の地域クラブ活動の参加資格の特例

競技部細則によると、 

１、地域スポーツ団体等に所属し、千葉県小中学校体育連盟主催・千葉県バレーボ  

ール協会主催の各種大会（各地区予選会）に参加を認められた生徒であること。 

※在籍する中学校の部活動チームが大会に参加する場合、その中学校の生徒のみ 

で編成された地域スポーツ団体の大会参加は認めない。 

と、示されております。 

 井野中学校として大会に参加している上に、別に井野中学校の生徒のみで編成さ

れたクラブチームが参加することは認められないが、井野中学校＝井野中クラブとし

ての参加は認められるものと捉えております。しかしながら、休日地域クラブとして

大会に参加する場合、他にも様々な条件がございますので、条件次第では、学校部活

動として大会に参加することも想定しております。 



    

 

    休日地域クラブに参加しない場合でも、月謝はかかるのでしょうか。 

    支払いはいつから始まるのでしょうか。 

     

     平日の部活動だけ参加して、休日地域クラブに参加しないことは可能ですか。 

     その場合、大会に出られなくなるのか、競技によって違うなら競技ごとにでき

るだけ詳しく知りたいです。 

 

    受益者負担額にある年間登録料とは何でしょうか。金額の設定の根拠を教えてく 

ださい。 

各種目で規定が異なるため、それぞれの規定に応じて対応していく必要がありま

す。種目によっては、全ての登録が４月（年度当初）に行われ、年度途中の切り替えが

できない種目もございます。そのため、令和８年 8月の休日地域クラブの開始に合わ

せ、条件が整わない場合、大会については従来通り学校部活動として大会に参加する

ことも想定しております。 

新人戦について、バレーボールの登録が期日に整わない場合は、学校部活動として

大会に参加していただくことを想定しております。その場合、あくまでも、大会参加は

部活動単位となりますが、休日の練習につきましては、クラブとして活動をいたしま

す。 

休日の地域クラブに参加せず、学校の部活動のみに参加する場合、クラブの会費に

ついて、支払いはありません。 

地域クラブに参加する場合は、令和8年8月より会費の支払いが開始いたします。 

平日の学校部活動のみに参加し、休日地域クラブに参加しないという選択も可能

です。 

多くの大会は土日に開催されますので、休日地域クラブとして大会に参加する場

合は、休日地域クラブに登録いただく必要がございます。 

休日クラブとして大会に参加するのか、学校部活動として大会に参加するのか、各

競技の大会参加規程に応じて対応します。いずれにしても子供たちの活躍の場、そし

て日頃の成果を試す場として、大会はとても貴重な機会と考えています。大会規定や

学校事情等も考慮しながら、子供たちを最優先に考え、最善のエントリーを検討して

いきます。 

各競技の令和8年度の大会要項については、まだ公表されておりません。わかり次

第、地域展開Ｎｅｗｓ等を通じて発信してまいります。 



     

月謝が４，０００円は高い気がします。高くなる理由として、佐倉市の指導者への 

報酬額が他市に比べて高いからではないでしょうか。 

 

    連絡アプリは、無料のアプリ等を利用すればよいのではないでしょうか。 

 

     

休日地域クラブには参加せず、平日の部活動だけに参加する生徒については、大 

会等への参加はどのような扱いになりますか。 

    

    大会や練習試合は、基本的に土日で実施しますが、試合の際、顧問の先生はどの

ような立場で関わるのでしょうか。 

年間登録料につきましては、主にクラブ活動開始当初にかかる経費や、年間を通じ

て必要な経費に充てられます。例えば、保険料、連絡アプリ管理料、消耗品購入費等

が該当します。消耗品等、年間を通じて必要な経費は参加種目によって様々ですが、

部員数や競技の違いにより負担額に大きな差異が生まれることを防ぐため、市全体

の参加者による共同負担という形で充てさせていただきます。 

月謝については、主に指導者にかかる経費について参加者全員でご負担いただく

ために徴収するものです。 

指導者は、１クラブに原則２名ずつ派遣し、その報酬については、令和８年８月から

は現状の時給よりも下げる予定ですが、他市町も地域展開が進む中で、質の高い指

導者を一定数確保するためには、適切な報酬額の設定が必要であると考えています。 

なお、月会費につきましては、これから委託事業者を選定し契約を締結する中で、

改めて検討する予定でございます。 

地域クラブで想定している連絡アプリは、通常の連絡ツールとしてのチャット機能

に加え、会費等の決済機能、出欠の管理、ファイル共有機能、アンケート機能など、地

域クラブに参加するうえで安全・安心かつ便利な機能を併せ持つ総合アプリです。全

ての手続きが１つのアプリで完了するため、保護者の方々にとっても有用性の高いも

のであると考えております。 

学校部活動として参加登録をする大会については選手として試合に出ることは可

能です。しかしながら、地域クラブとして参加登録している大会については、地域クラ

ブに参加しているメンバーしか試合に出ることはできません。 

 活動の主体や大会登録、または各種目の大会規定によって状況が異なります。 

例えば、学校部活動として設定した練習試合や大会については顧問の先生が主と

なって指揮を執ります。逆に、地域クラブとして設定し練習試合や大会についてはク

ラブの指導者が主となり試合に臨みます。その際、顧問の先生は原則、大会や試合に



 

    練習試合は、顧問の先生が設定するのですか。クラブの指導者が設定するのです 

か。 

    ４，０００円支払って土日のクラブに参加したいほどで熱心ではない場合、平日の 

部活動のみの子と、地域クラブに参加する熱心な子で平日の部活動の際の練習 

に向かう熱量が変わってくると思いますが、どのような対応を検討していますか。 

 

 

    休日のクラブに参加しないことで、差別やいじめの対象になることが心配です。 

 

 

地域クラブへの参加は必須なのでしょうか。 

 

 

 

     生徒にも地域展開の詳細な説明をしてほしいのですが。 

 

同行しません。ただし、今後は地域クラブの指導者を顧問の先生が担うケースも想定

されます。その場合は、地域クラブが活動の主体である大会や練習試合でも、顧問の

先生が地域クラブの指導者として引率することになります。 

 どちらのケースもあります。通常、練習試合は大会への準備として設定されます。令

和 8年度は大会規定の関係上、学校部活動として大会参加登録するケースが多くなる

ことが予想されます。必然的に顧問の先生が学校部活動の練習試合を組むことが 

多くなってくると考えております。並行してクラブの活動も原則週 1回行われているた

め、土曜日にクラブの練習、日曜日に学校部活動の練習試合というようなこともある

可能性があります。その場合、平日に１日多く休みを設けるなど、部活動のガイドライン

に沿った対応となります。 

 これまでの部活動でも、個に応じて目標を設定し、それぞれに達成感が得られるよ

うな取り組みがなされてきました。地域クラブが実施されても、その理念は同じで

す。個の多様なニーズに対応できるような活動となるよう、学校部活動と地域クラブ

の連携を適宜行っていきます。 

 “自分のペースでやりたい子”や“体力に合わせてやりたい子”あるいは“やりたくな

い子”もいることは承知しています。そうした子が肩身の狭い思いをしたり、参加を強

要されたりすることがないよう、生徒への希望調査の事前説明において、丁寧に説明

をするとともに、学校や委託業者と目的を共にし、生徒たちの見守り、支援、適切な情

報共有を図っていきます。 

 必須ではありません。任意での参加になります。 



 

 

 5 月以降に実施予定の希望調査の事前説明において、活動事例も含めた説明を行

う予定です。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            


